
宝永地震と安政南海地震のモデルについて

両地震の再現モデルについては、代表的なものとして相田（１９８１）モデルや

Ａｎｄｏ（１９７５）モデルなどがあるが、南四国や紀伊水道に位置する領域におい

て実測値との適合性が高いとの論文があり、また、近県でも多く用いられている

「相田モデル」を採用することが考えられる。

安政南海モデル(１８５４年)宝永地震（１７０７年）

【相田モデル】

資料５



■■■■南四国全体南四国全体南四国全体南四国全体をををを対象対象対象対象

｢Ando1975｣、｢相田1981｣の適合性が

高い。

■■■■甲浦領域甲浦領域甲浦領域甲浦領域(四国東岸側四国東岸側四国東岸側四国東岸側のののの紀伊水道紀伊水道紀伊水道紀伊水道にににに位位位位

置置置置するするするする)をををを対象対象対象対象

｢相田1981｣、｢Ando1975｣の適合性が

高い。

観測値と計算値の

対数幾何平均 Ｋ・・・・・ 0.8≦Ｋ≦1.2
対数幾何標準偏差 к ・・・ к≦1.6
のいずれの基準も満たすとき、津波高の観測

値と計算値の適合性が高い。

（相田提案より）

「各種断層モデルによる四国沿岸域の津波シミュレーションに関する考察」

(徳島大学工学部研究報告第41号、村上仁士、伊藤禎彦、山本尚明）

○宝永地震



安政南海地震安政南海地震安政南海地震安政南海地震(1854)
■■■■南四国全体南四国全体南四国全体南四国全体をををを対象対象対象対象

｢相田1981｣が妥当。

■■■■甲浦領域甲浦領域甲浦領域甲浦領域をををを対象対象対象対象

｢Ando1975｣、｢相田1981｣の適合性が

高い。

観測値と計算値の

対数幾何平均 Ｋ・・・・・ 0.8≦Ｋ≦1.2
対数幾何標準偏差 к ・・・ к≦1.6
のいずれの基準も満たすとき、津波高の観測

値と計算値の適合性が高い。

（相田提案より）

○安政南海地震


